
第第第第 回回回回景況景況景況景況調査調査調査調査 年年年年 月月月月調査調査調査調査  

師走師走師走師走のののの値上値上値上値上げげげげラッシュラッシュラッシュラッシュ 

 師走の時期に聞こえるのは、連日最高値を更新する原油価格と値上げに関する報道です。

先日、石油輸出国機構 が原油の増産を見送ったことから原油価格の高止まり

が予測され、寒さが厳しくなる冬に一層厳しさが増しそうです。また、値上げの広がりも

価格競争が厳しい状況では、直接販売価格に反映させるのではなく、企業のさまざまな努

力によって抑えられることが多いようです。しかし、それも中小企業を中心に限界に来て

おり、今後の影響が気になるところです。 

 

原材料価格高騰原材料価格高騰原材料価格高騰原材料価格高騰のののの影響影響影響影響 

 大阪市信用金庫が実施した中小製造業企業への原材料価格高騰の影響についてのアンケ

ート 年 月実施 は、興味深い実態を伝えています。原材料価格が上昇した企

業は全体の ・ 、上昇幅は平均 ・ となっています。上昇した企業の中で、

価格転嫁できた企業は ・ 、変更なしが ・ 、逆に価格が下がっている企業

が ・ となっています。また、価格転嫁できた企業でも完全に転嫁できた企業は

・ にとどまっており、多くの企業が転嫁できないか、転嫁できても一部にとどまっ

ていることがわかります。 月以降原材料価格がさらに高騰していることを考えると、中

小企業へのしわ寄せが一層厳しくなっていることは想像に難くありません。  

 

低迷続低迷続低迷続低迷続くくくく、、、、中小企業中小企業中小企業中小企業のののの景気景気景気景気 

 原材料の高騰に加え、アメリカの個人向け住宅融資 サブプライムローン 問題が世界

の景気に影響を与え、その結果が中小企業にも見られています。サブプライムローンの影

響は、アメリカだけでなく欧州や日本にも広がりを見せ、今後も拡大する可能性を持ち目

が離せない状態にあります。 

 中同協の同友会景況調査報告 年 月期では、「中小企業景気、

低迷が長引く」としています。業況判断 「良い」―「悪い」企業割合 は、今年にな

ってから三期連続のマイナスで「ミニ不況的様相を呈している」と厳しい見方です。 

 この秋の景況感については、表現の差はあれ、多くの調査で同様の見方をしています。

中小企業金融公庫総合研究所は「業況判断 はマイナス幅が拡大、先行きについては慎

重な見方が続く」としていますし、国民生活金融公庫総合研究所も「改善の動きに足元か

げりみられる小企業の景況」としています。日銀の短観 月 日発表 でも、中小企

業の状況は悪化しています。 

 

業況悪化業況悪化業況悪化業況悪化のののの背景背景背景背景 

 今回の景況の悪化にはいくつかの背景があります。第一に、業種では特に建設業の悪化



が目立っていることです。建設業界は、 月 日に建築基準法が改正され、建築確認審

査が厳格化されたことにともなって、審査に時間がかかり、そのため住宅の着工が遅れて

いるという事情があります。この建設業の状況が中小企業全体に影響しています なお、

この件については 月 日付けで大阪同友会は大阪府に対して要望書を提出していま

す 。 

 第二は、すでに述べてきたように、原材料価格の高騰です。価格競争が厳しい中、中小

企業は懸命の努力によって原材料価格の高騰に対応しようとしていますが、それも限界に

近づいています。 

 第三に、サブプライムローン問題などから景気の先行きに確信が持てないことです。来

期 年 月期 以降については、業況は改善されると見る企業は中同協

の調査をはじめ、やや増えているようですが、大きく改善する状況にはありません。むし

ろ、この秋の一層の原材料価格高騰を考えると厳しさは増していると考えられます。 

  

大阪大阪大阪大阪のののの動向動向動向動向 

 大阪の経済情勢を分析している大阪府立産業開発研究所は、最近の発表で「大阪経済は

回復基調が続いているが、一部に弱さがみられる」としています。弱さは、大型小売店販

売額、新車販売台数、住宅建設で減少が進んだことにあらわれています。また、近畿経済

産業局の中小企業景況調査でも業況判断 のマイナス幅は拡大しています。大阪市信用

金庫の景況調査でも「二期連続後退、先行きに不透明感」と厳しい見方をしています。 

 大阪府中小企業家同友会の業況判断も、表にあるように悪化しています。今期の経常利

益の悪化理由では、売上数量・客数の減少 に次いで、原材料費・商品仕入額上

昇 が占めており、原材料費高騰の影響が大きいことを示しています。経営上の

問題点でも、同業者間の価格競争の激化 に次いで仕入単価の上昇 が

取り上げられています。 

 また、大阪同友会のデータでは、来期 年 月期 についての見方も

厳しいことが気になります。 

 

景気低迷景気低迷景気低迷景気低迷をををを打打打打ちちちち破破破破るるるる経営経営経営経営をををを 

 このように中小企業にとっての経営環境は厳しい状況が続きそうです。今回の景気低迷

では、建築基準法の改正にともなう建築業界の低迷という政策的な問題もありますが、原

材料価格高騰やサブプライムローン問題など海外からの影響も大きく、短期間に急速に情

況が好転するとは考えられません。 

 こうした状況の中で、中小企業として次の点を考えていくべきです。第一に、今後予想

される状況と自社への影響をリアルに把握することです。経済情勢は、今後も予断を許し

ません。多面的に経済情勢を見ていくことが必要です。 



 第二に、景気低迷の中でも経営改善を着実に進め、強い経営体質を作り上げていくこと

です。原材料価格の高騰は、自社の原材料調達のあり方を再考する機会として捉えること

もできます。また、コスト管理・効率性を高めていくことや自社の商品やサービスの価格

交渉力を高めることについてもあらためて検討する機会にもなります。 

 業況の厳しさをリアルに認識した上で、積極的に経営を改善することこそが現在求めら

れると思われます。 

 



 

 



 

 

 


